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よ
り
の
訴
に
て
、
税
日
本
紀
に
大
賢
二
年
十
月
の
認
に
.
上
自
=品
口
組
-

下
至
a
玄
孫
↓
尖
世
孝
順
者
出
デ
戸
給
v
復
。
忠
弘
昌
肱
門
間
-
以
箆
=
義
家
-m
品。

と
見
h
.
和
問
元
年
正
月
改
元
の
詔
陀
も
.
孝
子
順
孫
義
夫
節
節
。

表
e
其
門
間
↓
優
復
三
年
。

と
あ
り
て
‘

是
よ
り
後
は
袋
質
の
恒
例
と

成
り
た
り
。
き
れ
ば
文
武
天
皇
の
御
世
よ
り
初
り
け
ん
。
賦
役
令
民
、

凡
家
子
順
孫
義
夫
節
約
d

芯
行
間
a
於
図
郡
'
者
。
出
叩
a
太
政
官
三
時
削
表
a

兆
円
問
吋
岡
純
悉
菟
=
刊
師
役
吋
有
昌
一
精
紋
泊
感
者
↓
別
加
=優
賞
寸
と
見
h
.

戸
令
に
、
凡
図
守
云
七
都
内
有
v
好
感
情
尚
道
孝
悌
忠
信
消
自
暴
行
祖
国
】

聞
於
郷
問
-
者
~
携
而
進
ν
之
。
と
も
服
せ
ら
れ
た
り
。
令
拍
輸
解
K
制
ム
・

仮
如
於
a
共
門
及
盟
門
↓
築
ν
堆
立
ν
勝・

題
云
a
孝
子
門

若
旦
-
也
。
と
見

b
、
終
解
花
、
古
紀
云
・
門
間
制
色
品
並
古
里
鈴
門
-也
・
表
制
且立
ν
桂
注
a

孝
秋
ω

也
。
裂
報
後
家
也
。
と
あ
り
て
、
上
代
は
か
与
る
御
定
た
り
し

と
問
ゅ。

世
俗
問
答
K
・
む
か
し
は
一
町
の
う
ち
を
五
反
づ
h
k
わ

り
て
・
門
を
立
て
し
か
ば
、
八
の
門
あ
り
し
也
o
モ
の
中
陀
践
が
家

を
つ
く
る
と
あ
り
。
是
に
て
我
が
固
い
に
し
へ
は
関
門
あ
り
し
と
と

知
る
べ
し
と
、
昆
防
漫
此
却
に
い
へ
り
。
叉
義
夫
は
彼
の
久
七
が
如
き

人
を
い
へ
り
。
今
世
人
か
L
る
人
を
ぽ
忠
臣
と
い
ム
は
非
な
り
。
故

K
鳩
制
措
が
赤
叫
惜
の
義
士
が
仰
を
書
く
に
義
人
鍛
と
出回
す。

彼
の
四
十
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金
滞
古
読
志
巻
十
三

四
八

七
士
を
世
に
忠
臣
と
い
ふ
は
非
也
。

O
意
図
・5
右
衛
門
下
邸
跡

延
賓
の
金
調
印
聞
に
友
の
如
く
記
載
せ
り
。
技
宇
る
花
、
神
仲
間
系
凶
を

考
ふ
る
民
、
元
組
律
問
越
江
守
訴
久
の
三
男
源
布
術
門
.
利
常
卿
被
=

召
山一

新
知
を
賜
は
り
、
加
問
芯
北
ハ
三
千
石
を
領
し
、
人
特
組
と
成
り
、

政
治
元
年
間
同
す
。

二
代
源
布
術
川
家
主
総
智
、
遺
知
三
千
石
を
脇
は

り
、
延
民
八
年
陀
致
仕
し
・
入
訴
と
稽
し
、
元
紘
一冗
年
後
す
。
共
の

子
宗
七
郎
箆
知
延
質
八
年
家
主
総
ぎ
、
三
千
石
を
賜
は
り
・
貿
永
二

年
割
問
す
。
共
の
子
問
問
三
郎
時
盤
は
・
後
広
務
刀
盛
恒
と
云
ひ
・
家
主

総

E
・
遺
知
三
千
石
を
賜
は
り
・
草
保
十
六
年
間
叫
す
。

北
ハ
の
子
奥
三

郎
謹
官
.
後
に相似
布
術
門
山
川
氏
と
一耳
ひ
‘
'
援
を
継
ぎ
、
遺
知
の
内
二

千
五
百
石

E
脳
は
る
。

と
あ
り
。
さ
れ
ば
此
の
時
下
邸
の
地
を
指
除

か
れ
・
吏
花
下
邸
の
地
内
を
ば
居
邸
に
賜
は
り
・
袋
に
居
宅
を
建
築

し
て
、
代
々
居
住
せ
し
と
い
へ
り
。

O 
鱗

町

元
総
三
年
の
火
災
紀
陀
、
鱗
町
と
見
b
.
同
六
年
の
士
般
に
、
新
立

町
末
う
る
と
町
と
あ
り
。
=
一
節
屋
版
六
用
銀

K
.
妙
玄
寺
原
川
う
る

と
町
と
蹴
せ
た
り
。
但
し
元
総
九
年
の
地
子
肝
煎
裁
許
附
に
は
、
日仲

上
陀
て
・

A
U
月
別
水
の
川
総
よ
り・

百
姓
町

へ
の
往
来
志
る
片
原
町

の
町
家
を
呼
ぴ
た
り
し
か
ど
・
明
治
四
年
四
月
町
名
改
革
の
時
よ
り
・

荒
町
を
も
合
制
し
て
鱗
町
と
抑制
し
た

u。

橋

川
荒
町
・
い
る
と
町
と
あ
り
。
此
の
時
代
は
い
る
と
町
と
も
呼
ぴ
た

り
け
ん
。
此
の
町
名
の
起
原
鮮
か
な
ら
宇
。

此
の
町
は
陪
川
浩
町
の

O
僻
明

金
溜
橋
梁
飽
K
・
う
る
と
橋
う
る
と
町
と
あ
り
。

此
の
椛
は
玄
務
川

と
念
月
用
水
と
の
緋
合
陀
加
明
け
た
る
往
飛
裕
也
o
右
雨
水
皆
陪
川
の

分
水
な
り
し
か
ど
、
玄
蒋
川
は
近
君
臨
川
よ
り
の
分
水
在
る
ゆ
・
阜
、
毎

も
清
潔
陀
て
水
俊
み
た
り
。
倉
月
用
水
は
、
迩
か
川
上
陀
て
の
分
水

な
る
ゆ
る
山
道
だ
濁
れ
り
O

M
m
る
陀
此
の
梼
下
陀
て
‘
柏
町
濁
の
二
水
詐

合
ひ
け
る
に
、
山
川
濁
w
V
山花
仮
分
れ
見
ゆ
る
が
放
陀
、
俗
に
澄
濁
橋
と

雅
名
す
。
按
宇
る
に
・
石
川刑制
木
肌
川
村
尾
添
村
と
の
聞
な
る
川
絡
を

ば
・
往
古
よ
り
濁
澄
橋
と
咋
べ
り
。

此
の
橋
名
と
等
し
と
い
ム

ベ
し
。

O 
百

姓

町

開
出
停
民
一
宮
ム
。
品
目
は
上
石
油
村
の
村
議
此
の
町
地
陀
あ
り
て・

邑
民

の
家
居
の
み
な
り
し
を
、

金
川
町
市
中
道
L
R

成
ま
J
け
る
に
踏
ひ
・
邑

民
共
も
商
人
と
成
り
・
村
常時
は
鯨
じ
て
町
家
建
と
成
り
け
る
に
よ
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